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要旨  

「カワイイ」はカタチやデザインを指す言葉であると同時に、美意識（感性）を指す言葉

である。その「カワイイ」に注目することで、五感とのかかわりやコミュニケーション性

から離れていく一方だった移動体について、あえて五感とのかかわりやコミュニケーショ

ン性に着目して研究することは、かえって新しい移動体研究・移動研究となるだろう。  

特に 2013年度は、これまでの研究によって明らかになった「重厚長大なもののカワイイ

化」を研究の補助線としながら、「カワイイ移動体が日本を含む東アジアの諸都市におい

て、どういう存在となるのか」についての考察を行う。  

 

英文要旨  

"Kawaii" is  a  word which relates to "aes thet ics  (sens it iv ity)" as well as  to "des ign" and "form".  

So far , the "Mobility" s tudies  have not  taken into account  of "communicat iveness" and 

"sens it iv ity".  Therefore the focus on "Kawaii" wil l lead the s tudies to new arena.  Among the 

previous  s tudies,  we have clar if ied how "heavy and s luggish" th ings turn into  "kawaii" ones.   

In 2013,  we cons ider  what  the "kawaii mobilit ies" will mean to the people in the cit ie s of Eas t 

As ia ( inc luding Japan) . 
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１ .研究目的  

 前年度までの研究において「近未

来の都市交通のひとつのかたち」と

考えられた超小型カワイイＥＶにつ

いて、それの社会的・文化的な価値

をより深く考えることを今年度の研

究の目的とした。その際、とくに

「社会的・文化的な存在としての超

小型カワイイＥＶ」に注目すること

にした。  

 

２ .研究経過  

研究の経過としては、研究代表者

と共同研究者は２か月に１度の割合

で研究会を開催し議論を行った。ま

た、前年度に続き、東アジアの都市

交通を調査するために研究代表者と

共同研究者は 2014年３月に台湾（台

北市）を訪れ調査を行った。本稿で

は「社会的・文化的な存在としての

超小型カワイイＥＶ」についての研

究報告を行う。東アジアの都市交通

については稿を改めて報告したいと

思う。  

 

３．研究成果  

デザイナーの原研哉も「これから

はエンジンの性能というよりも、た

とえば都市全体を制御して行くとい

うような、都市とクルマ、あるいは

人とクルマ、クルマとクルマのコミ

ュニケーションがとても重要になっ

てくると思うんです」というよう

に、クルマのコミュニケーション機

能はこれから大きな関心を集めるだ

ろう。原がいうのは情報通信的な意

味でのコミュニケーションの意味が

強いのだろうが、同時に、情緒的な

意味でのコミュニケーション重要に

なってくるように思われる。  

都市型コミューターとしての超小

型カワイイＥＶが実現された場合、

それの社会の中での可能性、人とも

のとの関係としての可能性はどのよ

うになるだろう。コミュニケーショ

ン的な変化を考えてみる。  

第一に、カワイイクルマの中でい

ること自体が楽しいとなるだろう。

それは、スピードや力強さを制御で

きるために感じる楽しいではなく、

つつまれて居心地がいいから中でい

ること自体が楽しい、という感じで

あろう。そうなると、おそらく、カ

ワイイＥＶは男のロマンと結びつい

た力強い存在から解放されて、日用

品、生活品、家電的な存在になるだ

ろう。スピードに結びつくエンジン

メーカーが開発・生産を独占するこ

とはなくなり、いずれ家電メーカー

やファッションメーカーやおもちゃ

メーカーなども生産するようになる

になるだろう。そうなるとよりコミ
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ュニケーション的な意味が増してい

くに違いない。  

カワイイデザインの社会的意味、

そのコミュニケーション的意味を考

えるならば、今までのクルマとは異

なるあらたな五感とのかかわりが生

まれるのではないだろうか。カワイ

イの「自分効果」により、たとえば

「気持ちイイ」「ヤサシクナレル」

「癒サレル」存在としてのＥＶと人

とのかかわりが生まれると思われ

る。つまり、カワイイＥＶは、男性

女性に関係なく、乗る人の人格や感

性とより積極的につながる存在にな

ると思われるのである。それはもこ

もこした大きなクルマに乗ることで

獲得するような、力強く大きいもの

の一部になる感覚とは異なるはずで

ある。もこもこした大きなクルマは

身体感覚をこえ、まるであたかもモ

ーバイル・スーツを操縦するみたい

な感覚となり、そこには強固で大き

なものにつつまれているということ

からうまれるであろう、対向車に対

しての安心感がある。対向車に対し

ての安心感というのは、他との隔絶

感であるだろう。また街を切り裂く

感覚でもあるだろう。それらは、部

屋・家がそのまま街に出ていった感

覚ということがいえるかもしれな

い。  

スマート感、小ぶり感、その上で

のキャラ感のある超小型カワイイＥ

Ｖにのることで得られる感覚は、ク

ルマと一体化する感覚（自分もカワ

イクなる）、そして街とも一体化し

た感覚ではないだろうか。それは、

つつまれる感覚からくる安心感、と

いえるだろうか。つつまれて、その

一部になるここちよさ、ともいえる

かもしれない。またそれは、モーバ

イル・スーツを身にまとう的なもの

ではなく、からだにあった小ざっぱ

りした清潔な服を身に着ける感じだ

ろうか。そういう服は長く着続けた

い服でもある。  

長く着続けられる服みたいな超小

型カワイイＥＶは、一台のクルマと

人の関係の長期化もうながすのでは

ないだろうか。「買い換えたいが仕

方なく長く」乗るのではなく、「で

きるだけ長く」乗りたくなるという

ことである。これまでクルマはモデ

ルチェンジによる買いかえというシ

ステムをとってきた。また車検とい

う制度もあり、乗りかえ、買いかえ

を基本としてきた。それによる繰り

かえす人とクルマの「新しいお付き

合い」としてのコミュニケーショ

ン、つまり新車との /新車によるコミ

ュニケーションを尊ぶのではなく、

「ながいお付き合い」としてのクル

マと人とのコミュニケーションが尊

ばれる。このように、カタチの成熟
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としてのカワイイとなると「ながい

お付き合い」としてのクルマと人の

コミュニケーションがうまれる。そ

れは、モデルチェンジ、買いかえ、

新車とは異なるクルマと人のコミュ

ニケーションになるだろう。 

このことは、必然的に、クルマの

成熟について考えることにもなる。

産業としては既に成熟しているとも

考えられるが、工業製品であるクル

マとしての成熟はまた別である。ヨ

ーロッパでのクルマの成熟とは別

に、日本という文化の中でのクルマ

の成熟とはどういうふうなものなの

だろうか。そこで言う成熟とは、ク

ラシックカーではない、そして中古

車でもない、日常使いのクルマの成

熟である。そういうクルマと人との

コミュニケーションについて考える

必要があるだろう。またそれは、同

時に、成熟するクルマや成熟する工

業製品について考えることにもなる

だろう。長くのることにより完成さ

れるデザインということを考えるこ

とになる。  

 

４ .今後の課題と発展  

クラッシックカー的ではなく、レ

トロ的ではなく、積極的に（という

か普通に）クルマに長く乗ることの

可能性を考えてみる。それは同時

に、新車の時が（購入した時が）最

高ではない、ということをいうこと

になる。長く乗ることにより街にな

じんでいき、風景や人の暮らしに溶

け込んでいく、そしてそのことが、

街をつくる、風景をつくる、生活を

つくる、という感覚である。古くな

らない、味がある、素朴、そして、

カワイイ、そういうクルマである。  

クルマにおいてはこれらがこれま

でなかったとも考えられる。逆にい

うと、都市交通の超小型ＥＶに関し

てはこれらを意識する必要がある、

ということである。そうでないと、

今までのクルマの延長線上のものに

しかならない。それはつまり今まで

のものをただ小さくしただけのもの

になるということであるが、そうい

うクルマは新しい生活の道具とはな

らないだろう。新しい生活の道具と

ならないなら超小型カワイイＥＶは

あまり意味がない。  
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